
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

「
財
政
健
全
化
は
明
ら
か
に
進
ん

で
い
る
」
と
の
監
査
意
見
ど
お
り
、

経
常
収
支
比
率
・
人
件
費
比
率
等
の

財
政
指
数
は
軒
並
み
改
善
し
、
貯
金

の
財
政
調
整
基
金
は
14
億
円
増
、
借

金
の
市
債
は
13
億
円
減
。
さ
ら
に
可

燃
ご
み
処
理
施
設
の
本
格
稼
働
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
の
完
了
な

ど
長
年
の
課
題
が
決
着
。
そ
の
財
源

を
福
祉
に
充
当
し
、
子
育
て
予
算
の

児
童
福
祉
費
１
人
当
た
り
金
額
、
人

口
増
加
率
は
共
に
多
摩
26
市
１
位
と
、

選
ば
れ
る
ま
ち
に
変
わ
り
始
め
た
。

残
る
新
庁
舎
建
設
問
題
を
決
着
し
、

次
の
時
代
の
扉
を
開
く
こ
と
が
必
要
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
し
国
や
都
の
支
援
策

も
多
く
、
職
員
は
応
援
体
制
を
整
え

対
応
し
た
こ
と
に
は
感
謝
申
し
上
げ

る
が
、
市
の
支
援
策
は
危
機
管
理
的

な
状
況
判
断
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

た
行
動
と
は
言
え
ず
、
限
定
的
で
消

極
的
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
人
件
費
は

全
国
16
位
と
な
り
市
民
理
解
を
得
ら

れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
庁
舎
建

設
も
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
に
対
し

検
討
内
容
は
不
明
瞭
で
、
議
会
の
指

摘
に
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
市
長
の

独
断
専
行
が
目
立
っ
た
年
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
本
決
算
を
不
認
定
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ

新
庁
舎
等
建
設
事
業
は
、
財
政
当
局

と
の
協
議
の
な
い
ま
ま
建
設
費
が
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
一
切
考

慮
せ
ず
、
実
施
設
計
に
踏
み
切
っ
た
。

以
上
の
理
由
で
認
定
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

「
明
日
の
小
金
井
教
育
プ
ラ
ン
」

に
子
ど
も
の
権
利
へ
の
大
人
の
理
解

の
重
要
性
が
記
載
さ
れ
た
点
、
子
ど

も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
制
度
設
計

が
市
民
参
加
で
始
ま
っ
た
点
は
高
く

評
価
す
る
。
最
も
評
価
で
き
な
い
の

は
、
市
長
の
都
市
計
画
道
路
問
題
へ

の
消
極
的
な
態
度
だ
。
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
報
告
（
案
）
に

道
路
推
進
と
見
直
し
を
併
記
し
、
何

も
方
針
を
示
さ
ず
、
選
挙
公
約
の

「
市
民
が
望
ま
な
い
道
路
は
つ
く
ら

せ
な
い
」
と
い
う
意
思
が
ど
こ
に
も

読
み
取
れ
な
い
。
道
路
の
必
要
性
を

議
論
す
る
場
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子　
（
緑
・
つ
な
が
る
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
な

ど
、
評
価
で
き
る
取
組
も
あ
っ
た
が
、

以
下
を
主
た
る
理
由
と
し
、
不
認
定

と
す
る
。
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

１
号
線
、
３
・
４
・
11
号
線
に
つ
い

て
、
都
知
事
へ
の
要
望
書
と
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
報
告

（
案
）
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
。
選
挙

に
お
い
て
、
保
育
園
定
員
を
更
に
千

名
増
加
さ
せ
る
と
公
約
し
た
が
、
定

員
減
と
な
る
公
立
保
育
園
の
廃
園
方

針
（
案
）
の
検
討
を
始
め
た
こ
と
。

子
育
て
環
境
日
本
一
と
、
対
話
の
市

政
を
掲
げ
る
西
岡
市
長
の
対
応
を
厳

し
く
注
視
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
委
託

費
が
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
予
算
計
上
さ
れ
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
②

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
存
続
を
求
め

る
市
議
会
の
意
思
を
無
視
し
て
閉
鎖

し
た
こ
と
。
③
市
長
選
挙
の
公
約
で
、

都
市
計
画
道
路
は
つ
く
ら
せ
な
い
と

掲
げ
た
が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
中
間
報
告
案
の
表
現
は
公
約
と

か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
。
④
新
庁
舎

等
建
設
に
つ
い
て
、
実
施
設
計
の
委

託
契
約
を
、
市
議
会
多
数
の
懸
念
を

無
視
し
て
締
結
し
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
や
保
育

園
事
業
の
推
進
、
新
生
児
特
別
定
額

給
付
金
の
実
施
、
小
中
学
生
に
一
人

一
台
の
Ｐ
Ｃ
支
給
な
ど
、
補
助
金
や

交
付
金
等
を
フ
ル
活
用
し
適
切
に
施

策
を
遂
行
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

し
か
し
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
総
事
業
費
も
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
実
施
設
計
を
発
注
し
た
上
、
い

ま
だ
に
庁
内
で
財
政
当
局
と
協
議
が

行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱
え
て

い
る
中
、
庁
舎
建
設
だ
け
を
聖
域
化

し
て
い
る
。
市
長
は
住
民
感
情
に
寄

り
添
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

国
か
ら
の
通
知
に
従
わ
な
い
形
で

の
職
員
ボ
ー
ナ
ス
支
給
で
年
約
１
千

万
円
、
部
課
長
職
手
当
の
大
幅
引
き

上
げ
で
年
約
400
万
円
、
余
計
な
人
件

費
が
発
生
し
た
。
類
似
市
で
あ
る
東

久
留
米
市
に
比
べ
て
極
め
て
多
く
の

正
規
職
員
を
雇
い
、
月
額
制
の
会
計

年
度
任
用
職
員
も
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
問
題
が
是
正
さ
れ
て
い
な
い
。

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
小
金

井
第
三
小
学
校
で
の
給
食
調
理
委
託

に
係
る
事
業
者
選
定
の
準
備
の
た
め

の
学
校
給
食
調
理
委
託
料
（
４
千
397

万
７
千
円
）
が
計
上
さ
れ
、
債
務
負

担
行
為
と
し
て
、
令
和
４
年
度
ま
で

の
期
間
で
設
定
す
る
も
の
で
す
。

９
月
14
日
の
委
員
会
で
は
、
渡
辺

（
大
）
委
員
か
ら
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
の
う
ち
２
億
円
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
積
立

金
に
積
み
替
え
る
内
容
の
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
し
た
後
、

原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
27
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
調
理
委
託
に
反
対
す
る
。

以
前
に
「
新
し
い
経
営
方
針
」
と
し

て
直
営
４
校
を
維
持
す
る
と
約
束
し

た
も
の
を
反
故
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
託
し
て
も
安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、

検
証
機
関
の
設
置
の
確
証
が
な
く
、

市
民
や
保
護
者
の
不
安
は
残
っ
た
ま

ま
で
あ
る
。
新
た
に
２
校
を
委
託
し

て
も
財
政
効
果
が
な
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
、
委
託
す
る
根
拠
は
な
い
。

約
13
億
円
が
前
年
度
繰
越
金
と
し
て

発
生
し
て
お
り
、
基
金
に
積
む
の
で

は
な
く
市
民
生
活
支
援
に
使
う
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

我
が
会
派
提
案
の
複
数
事
業
が
含

ま
れ
、
賛
成
す
る
が
、
付
言
す
る
。

学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
に
約
束
し
た
「
小

学
校
４
校
の
直
営
維
持
」
を
守
れ
ず
、

「
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
の
指
導
」

も
実
施
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
民
や
議
会
か
ら
質
問
さ
れ

８
月
31
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
清
水
が
く
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
14
日
の
委
員

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

こ
れ
ま
で
不
定
期
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
対
応
し
て
き
た
が
、
市
長

の
都
合
等
も
あ
り
定
例
会
直
前
に
半

日
と
い
う
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

全
員
協
議
会
で
は
資
料
要
求
が
で
き

ず
、
継
続
的
な
調
査
に
な
ら
な
い
。

そ
の
都
度
単
発
な
質
疑
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
日
常
の
変
化
か
ら
、
こ
れ

ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
は
守
れ
な
い
方
も
多
く
い

る
。
感
染
症
の
影
響
は
ま
だ
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
首
長
の
や
る
こ
と

を
追
認
す
る
だ
け
の
市
議
会
な
ら
不

要
で
あ
る
。
特
別
委
員
会
を
設
置
し

調
査
を
進
め
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。

る
ま
で
説
明
や
謝
罪
が
な
か
っ
た
。

正
規
職
員
の
栄
養
士
等
の
１
校
１
人

配
置
を
「
指
針
」
に
明
記
し
、
今
後

も
小
金
井
の
お
い
し
い
給
食
を
維

持
・
向
上
さ
せ
、
市
民
と
の
対
話
を

求
め
る
。
な
お
、
他
校
の
今
後
の
委

託
に
ま
で
賛
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委

託
の
債
務
負
担
行
為
が
含
ま
れ
る
た

め
反
対
す
る
。
気
候
危
機
の
社
会
を

変
え
る
た
め
、
都
市
農
業
、
有
機
農

業
の
促
進
が
必
要
。
学
校
給
食
へ
の

納
入
が
農
家
を
支
え
、
無
償
給
食
に

し
て
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
公
が
保

障
す
る
政
策
を
進
め
る
時
代
で
あ
る
。

行
革
の
た
め
に
、
学
校
給
食
調
理
を

民
間
委
託
す
る
の
は
、
既
に
時
代
遅

れ
で
あ
る
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
は
理
解

で
き
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
被
害
者

の
状
況
を
把
握
し
、
市
民
を
被
害
者

に
し
な
い
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
回
）

市
議
会
に（
仮
称
）「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」を

設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

本会議で所
管の委員会
に付託

委員会で
審査

本会議で
採決（※）

市長等が順意
にそって執行
・処理

執行・処理経
過及び結果を
議長へ報告

請願・陳情
代表者へ通
知

本会議の最終日
に所管の委員会
に付託

閉会中の委員会
で審査

次の閉会中
の委員会で
審査

議会事務局へ提出いただいた請願・陳情の審査は次のように行われます。
不採択

採択

継続審査

●�定例会最終日の２日前の午後５時以降に
提出されたもの

●�定例会最終日の２日前の午後５時
までに提出されたもの

●�定例会２日目の午後５時
までに提出されたもの

定例会

請願・陳情の審査の流れ

請
　
願
・
陳
　
情
　

議
　
長
　
受
　
理
　

※�　採択、不採択、継続審査の他に趣旨採択及び審議未了となる
場合があります。なお、いずれの場合も請願・陳情代表者に結
果が送付されます。

趣旨採択とは
　請願・陳情について、財政事情等から願意を実現することが困
難な場合に行う、「請願・陳情全体の願意は理解でき、その趣旨
目的には賛成である」という意味の議決です。
審査未了とは
　議会が、その意思を示すべき案件ではない等の判断を行い、会期
中に議決も継続審査決定もしないことで、会期不継続の原則によ
り、廃案（審議未了）とするものです。
　また、審査中、議員の任期満了に伴う改選があった場合も、選挙
後の次の議会には継続されないことから、審議未了となります。

市長等へ
送付

次の本会議

採択

不採択

継続審査

市 議 会 だ よ り ― 2 ―令和 3年（2021年）11月30日発行 （276号）


